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Challenge　Spirit と は・・・　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　直訳で「挑戦する精神」。一度志を抱いたならば、一度の挫折を苦とせず糧とし、常に挑戦する気持ちで前向きに頑張っていく「田村たくみ」の精神を表したもの。

平成2 8年県政報告・新年会！
  　　　　＝＝＝ 特　集　号 ＝＝＝

謹啓　向春の候、皆様方に於かれましては、健やかにお
過ごしのことと、お喜び申し上げます。平素は、私の活
動にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　本日は、ご多用の中にも関わらず、私の県政報告・
新年会にご参加を賜り、重ねて御礼申し上げます。昨
年の県政報告・新年会より１年が経過致しました。こ
こに、この１年の主な活動のご報告を申し上げると共
に、今後の課題と展望を示させて頂ければと存じます。
　昨年は、２月１９日に県政報告・新年会を開催させ
て頂きました。２月２６日には、埼玉県議会２月定例
会に於きまして７度目の一般質問に立たせて頂きまし
た。知事の多選自粛条例に関する姿勢についてなど、
９項目１５の質問を行いました。質問に対し、県執行
部より前向きな答弁を頂いた一方、全く質問の主旨を
理解していない答弁がありました。特に、知事に対す

埼玉県議会議員　田村たくみ

安倍晋三総理と地方創生について懇談する田村県議

る質問では、歯切れの悪い答弁が続き、大変失望したところであります。また、３月１０日には、予算特別委
員会にて質問に立たせて頂きました。平成２６年２月の大雪の際、県北地域の農業ハウスなどが甚大な被害を
受けている中、県農林部の幹部職員が泊まりで宴会を行っていたことが判明。危機管理体制の問題を指摘させ
て頂きました。更に議会最終日には、私が自民党プロジェクトチームリーダーとして準備して参りました「危
険ドラッグ規制条例」が原案通り可決・成立致しました。県民の安心・安全に寄与できたと自負しています。
　２月定例県議会閉会後、統一地方選挙・埼玉県議会議員選挙へと突入でありました。私の準備不足を後援会
や支援者の皆様にお支え頂き、２７、３５８票という大変多くのご支持を頂戴することができ、３期目の当選
をすることができました。その後、開催された臨時県議会に於きまして、議会運営委員長の要職に就任させて
頂きました。以後、議会の裏方として円滑な議会運営・積極的な議会改革に努めているところであります。
　６月定例県議会が閉会した７月には、埼玉県知事選挙が告示されました。残念ながら自民党推薦候補が敗北
し、３期１２年で辞めるという条例を自ら作った知事が４期目を迎えることとなりました。多選自粛条例を制
定し改廃を行わないで知事の椅子に座り続けている上田知事。条例を蔑ろにしている状態は、明治以来の我が
国の憲政史上初となってしまいました。埼玉の不名誉であり大変残念であります。
　１０月には自民党の安倍総裁再任に伴う党役員改選が行われ、自民党青年局の中央常任委員会で副議長の要
職を頂きました。全国の都道府県連青年局の代表として、若手の力を政治に活かせる土壌づくりに邁進してい
るところであります。また、地方から国政への政策提言等の牽引役として頑張らせて頂いています。
　１２月の定例県議会では、県執行部より提案された「埼玉県まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定につい
て」が提案されましたが、内容が不十分なことから継続審査とさせて頂きました。以後、自民党県議団にて内
容の精査を行い、今定例会に大幅な修正案を提出させて頂きます。また、障害者が安心して生活できる環境整
備のためのノーマライゼーション条例と手話言語条例を自民党案として提案させて頂きます。
　知事との対立により、執行部へのチェク機能が強化されるとともに、政策立案を議会側が行う意識が高くな
りました。大変良い傾向だと思います。これからも議会改革はもとより県政発展のために尽力して参ります。
引き続き、ご指導・ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。



県政のこと、身近なこと、何でもお気軽にご相談ください！お問い合わせは、「田村たくみ」事務所まで…！
埼玉県議会議員　田 村 た く み　事務所

電話：048-681-0005　　FAX:048-681-0006
〒337-0042　さいたま市見沼区南中野４５７－１５　　e-mail：info@takumi-tamura.jp　

ホームページ　　http://www.takumi-tamura.jp

田 村 た く み プロフィール
　埼玉県議会議員（３期）
　　・南６区（さいたま市見沼区）選出　　・埼玉県議会議会運営委員会  委員長　
　　・福祉保健医療委員会  委員　　・地方創生・行財政改革特別委員会  委員長
　昭和４６年１０月１５日生まれ（４４歳）
　　・さいたま市立海老沼小学校　卒業　・さいたま市立片柳中学校　卒業
　　・埼玉県立川口青陵高等学校　卒業　・放送大学教養学部　卒業
　　・明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科　修了（公共政策修士）
　主な経歴及び役職
　　・自民党青年局中央常任委員会  副議長　・自民党埼玉県支部連合会  青年局長
　　・自民党さいたま市見沼区支部 支部長           ・日本会議地方議員連盟  副幹事長
　　・一般財団法人 日本教育再生機構 運営委員　・さいたま市大宮野球連盟 副会長
　　・社会福祉法人 希求会 理事　　　　　　・社会福祉法人 愛弘会 評議員　等

写真で見る主な１年の活動！

     H.27.2　県政報告 ・ 新年会         2.26　県議会本会議 ・ 一般質問      4.13　県議会議員選挙当選          5.19　改選後の 「初顔合わせ」

 　　8 月　青年局台湾研修にて　　　　7 月　父が他界。 葬儀では皆様　　　　　 　　 5 月　臨時県議会にて議会運営委員長に就任

     9 月　特別委員会にて義手製造　　  10 月　圏央道建設現場を視察　　　11 月　東武本社にｱｰﾊﾞﾝﾊﾟｰｸﾗｲﾝ  　11 月　自民党青年局中央常任

  今年も頑張ります！    H.28.1.1　大宮鳶職組合の新年梯子掛け　　12 月　大宮 J2 優勝祝賀会にて家長選手と　11 月　党青年局関東ﾌﾞﾛｯｸ会議

 　　　　　 　馬台湾総統と懇談　　　　　　　　　 のご厚情を賜りました　　　　　　　　　　　　　  以来議会の裏方として奔走する毎日！

      　　　 　の世界的企業を視察　　　　　　　　　県内全線開通しました　　　　　　　　    利便性向上策を要望　　　　　　　　　 委員会副議長に就任
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